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１　運営費交付金債務の増減の明細 （単位：円）

運営費交付金収益 資産見返運営費交付金 資本剰余金 小　計

173,274,334,000 157,266,602,938 2,383,060,238 0 159,649,663,176 2,443,037,654 74,844,036,374

２　運営費交付金債務の当期振替額及び主な使途の明細

（１）運営費交付金収益への振替額及び主な使途の明細 （単位：円）

費用

業務達成基準による振替額

開発協力の重点課題 109,791,840,094 109,791,448,096

JICA開発大学院連携 7,996,318,711 7,996,318,711

民間企業等との連携 4,368,747,448 4,368,747,448

多様な担い手との連携 19,817,574,187 19,809,294,015

事業実施基盤の強化 3,684,445,088 3,683,741,233

法人共通 131,734,390 23,010,987

期間進行基準による振替額

法人共通 10,895,954,252 10,616,484,444

費用進行基準による振替額

災害援助等協力 579,988,768 579,988,768

157,266,602,938 156,869,033,702

（２）資産見返運営費交付金への振替額並びに主な使途の明細 （単位：円）

振替額

1,282,438,440

93,192,490

60,739,204

249,868,036

592,421,734

104,400,334

2,383,060,238

３　引当金見返との相殺額の明細 （単位：円）

相殺額

1,105,221,383

84,109,958

54,819,567

220,292,617

92,470,374

886,123,755

2,443,037,654

４　運営費交付金債務残高の明細 （単位：円）

73,285,809,782

1,297,713,304

74,844,036,374

（１３）運営費交付金債務及び当期振替額等の明細

期首残高 当期交付額
当期振替額 引当金見返

との相殺額
期末残高

人件費：585,467,777円、賃貸料：614,628,352円、その他：9,416,388,315円

63,662,403,204

区　分 運営費交付金収益
運営費交付金の主な使途

主な使途

人件費：11,054,237,843円、業務委託費：49,555,763,753円、その他：49,181,446,500円

人件費：841,253,615円、専門家等手当：1,259,961,153円、その他：5,895,103,943円

人件費：548,296,057円、業務委託費：3,182,227,293円、その他：638,224,098円

人件費：2,184,646,077円、専門家等手当：5,969,709,810円、その他：11,654,938,128円

人件費：477,745,895円、専門家等手当：1,994,843,362円、その他：1,211,151,976円

人件費：23,010,987円

業務委託費：179,793,091円、賃貸料：72,235,496円、その他：327,960,181円

合計

セグメント
資産見返運営費交付金への振替

主な使途

開発協力の重点課題
ソフトウェア仮勘定：794,297,100円
ソフトウェア：129,930,973円
その他：358,210,367円

JICA開発大学院連携
ソフトウェア仮勘定：60,447,886円
ソフトウェア：9,888,054円
その他：22,856,550円

民間企業等との連携
ソフトウェア仮勘定：39,397,557円
ソフトウェア：6,444,645円
その他：14,897,002円

開発協力の重点課題
賞与引当金見返：855,087,330円
退職給付引当金見返：250,134,053円

多様な担い手との連携
ソフトウェア仮勘定：156,976,724円
ソフトウェア：25,678,223円
その他：67,213,089円

事業実施基盤の強化
貯蔵品：486,717,964円
ソフトウェア仮勘定：81,453,088円
その他：24,250,682円

法人共通
ソフトウェア：71,849,317円
ソフトウェア仮勘定：25,829,689円
その他：6,721,328円

合計

セグメント
引当金見返との相殺

主な相殺額の内訳

JICA開発大学院連携
賞与引当金見返：65,074,166円
退職給付引当金見返：19,035,792円

民間企業等との連携
賞与引当金見返：42,412,785円
退職給付引当金見返：12,406,782円

多様な担い手との連携
賞与引当金見返：170,858,691円
退職給付引当金見返：49,433,926円

事業実施基盤の強化
賞与引当金見返：72,727,874円
退職給付引当金見返：19,742,500円

法人共通
賞与引当金見返：158,002,353円
退職給付引当金見返：728,121,402円

合計

運営費交付金債務残高 使用見込み

業務達成基準を採用した業務
に係る分

◯翌事業年度に繰越した運営費交付金債務残高と使用見込みは以下のとおり。
(1) 開発協力の重点課題

開発途上地域の開発課題の解決に取り組む技術協力プロジェクトや課題別研修等において、相手国事情や機材等調達の遅延等
により、協力内容の一部を翌年度に実施することなどから、66,383,990,378円（前渡金等計上額11,409,380,584円を含む）を
翌事業年度に収益化予定。

(2) JICA開発大学院連携
親日派・知日派リーダーの育成や、開発途上地域の課題解決を担う中核人材の育成の支援を行うJICA開発大学院連携事業にお
いて、相手国及び受入先との調整等の事情により、研修員受入計画の一部を翌年度に実施することなどから、701,557,338円

　（前渡金等計上額18,024,046円を含む）を翌事業年度に収益化予定。
(3) 民間企業等との連携

民間企業等が有する技術、製品、システム、資金等を活用した開発協力を推進する民間連携事業や中小企業・SDGs支援事業に
おいて、相手国との調整等の事情により、調査や実証事業の一部を翌年度に実施することなどから、991,047,804円（前渡金等
計上額261,830,393円を含む）を翌事業年度に収益化予定。

(4) 多様な担い手との連携
国民等による開発協力への参加を促進する市民参加事業や科学技術協力等において、相手国との調整等の事情等により、協力
内容の一部を翌年度に実施することなどから、5,068,515,150円（前渡金等計上額3,113,790,819円を含む）を翌事業年度に収
益化予定。

(5) 事業実施基盤の強化
事業実施基盤の強化を促進する人材養成確保事業や事業評価等において、相手国との調整等の事情等により、事業内容の一部
を翌年度に実施することなどから、140,699,112円（前渡金等計上額59,474,368円を含む）を翌事業年度に収益化予定。

費用進行基準を採用した業務
に係る分

260,513,288
○費用進行基準を採用した業務は、期中に突発的に発生した災害援助等業務。
○繰り越した運営費交付金債務残高については、翌事業年度において収益化する予定。

配分留保額等
〇法人運営上の不測の事態に備えるため、留保している額：750,000,000円
〇今中期目標期間中に配分額を超過して支出した額：547,713,304円（中期目標期間最終年度において、収益化する予定である）

合計
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